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(1) 動機：多くの中心市街地において活性化の取り組

みが進められている．これらの取り組みの評価のた

めに来訪者の回遊行動などの活動実態を把握す

る調査が行われている(Olfert，Poapst and Montufar, 
2018)．近年センサー技術の発展に伴い，自動車

や人の交通量を常時観測している事例が多く見ら

れ，市街地の活性化評価に活用することが期待で

きる．そこで，本研究では，歩行者の常時観測デー

タからイベント時における歩行者分布を定量化し，

中心市街地の活性化評価に寄与することを目的と

する． 
(2) 使用データ：愛知県の豊田市の中心市街地では，

2018 年 9 月時点で常時観測器（パロッシー）が 21
箇所に設置されており，5 時から 24 時まで 1 時間

ごとの通過した歩行者の人数を記録している．設

置箇所によっては都心整備事業や大規模イベント

における通行止めによる測定不可期間があるため，

図 1 のように 13 箇所における 2014 年度から 2018
年度までの 5 年間のデータを用いて評価を行う． 

(3) 方法：図 1 各測定地点における時間帯別の歩行者

通行量に基づき，一日の市街地全体における歩行

者分布を評価するために，量（𝑄），空間（𝑆），時間

（𝑇）の 3 つの指標を提案する． 𝑄 ൌ ଵ ∑ 𝑐   𝑆 ൌ ଵଶమொ ∑ ∑ |𝑐 െ 𝑐|   𝑇 ൌ ଵଶమொ ∑ ∑ |𝑣௧ െ 𝑣௦|௦௧   

ここで，𝑐は i 日の地点 k における一日通行量，

𝑣௧は，i 日の時間帯 t における全地点の通行量，

n は測定地点の数，m は測定時間帯数である． 
(4) 結果：6 つの種類のイベント（おいでん祭り 9 日，拳

母祭り 10 日，産業フェスタ 10 日，ビジネスフェア 8
日，J リーグ 44 日）を対象とし，歩行者分布を評価

した結果，第一に，イベントのある日は，休日の平

均と比べて全ての指標が大きく，歩行者がイベント

時間帯と場所に集中していることがわかる．第二に，

大規模の祭りは、休日より𝑆が小さい傾向があり，

都心全体に歩行者が広がっている傾向がある．第

三に，𝑄からは、拳母祭りと J リーグの差はあまりな

かったものの、𝑆では，J リーグの方が大きい値を表

しており、拳母祭りは都心全体において来訪者が

多い一方，J リーグは歩行者が一部の地点のみに

多いことが分かる．これらの 3 つの指標を用いること

により，歩行者の分布を把握し，イベントの効果の

評価，イベントと連携した中心市街地活性化の促

進に寄与できると考えられる．今後，3 つの指標に

影響を及ぼす要因について検討していきたい． 
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図 1：豊田市の常時観測地点の分布 図 2：イベント時における 3 つの指標の比較 
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